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昨
年
は
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
世
界
経
済
の
低

迷
が
続
く
中
、
日
本
は
「
東
日
本

大
震
災
」
「
原
発
事
故
」
と
想
定

外
と
は
い
え
自
然
災
害
の
脅
威
や

安
全
神
話
が
根
底
か
ら
崩
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
経
済
も
「
超
円
高
」

に
見
舞
わ
れ
、
状
況
好
転
の
兆
し

が
見
ら
れ
な
い
ま
ま
２
０
１
２
年 

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

 

現
政
権
の
民
主
党
に
移
行
し
て

か
ら
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
政

治
、
経
済
と
も
に
迷
走
が
続
き
、

大
震
災
の
復
興
対
策
も
う
ま
く
進

ま
ず
、
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
消
費
税
な
ど
も
今
後
ど
の 

よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

佐
呂
間
町
議
会
は
、
議
員
定
数

が
減
り
３
年
目
に
入
り
ま
し
た

が
、
議
会
の
機
能
で
あ
る
「
政
策

の
最
終
決
定
」
と
「
行
財
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
」
と
し
て
の
使
命

が
果
た
せ
る
よ
う
議
員
一
人
一
人

が
身
を
引
き
締
め
て
努
力
し
て
お 

り
ま
す
。 

 

町
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
行
政

で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
議
会
は
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
説
明
し
、
わ
か
り
や
す
い
議
会

広
報
を
目
指
し
て
「
顔
の
見
え
る

議
員
」
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い 

ま
す
。 （

副
議
長 

加
賀
屋 

修
） 

あ

と

が

き 
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性
、
過
去
の
災
害
派
遣
、
そ
れ
か

ら
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓
と 

い
う
項
目
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

遠
軽
駐
屯
地
か
ら
は
、
大
震
災

発
生
の
翌
12
日
隊
員
４
５
０
名
、

車
輌
１
０
０
台
の
体
制
で
大
型
船

を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
宮
古
市
に
入

り
、
瓦
礫
の
撤
去
、
人
命
救
助
に 

あ
た
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 
ま
ず
、
千
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
り
、
２

〜
３
ヶ
月
と
い
う
長
期
の
日
数
に

な
る
で
あ
ろ
う
事
と
、
世
界
の
マ

ス
コ
ミ
の
注
目
に
な
る
で
あ
ろ
う

事
を
念
頭
に
活
動
に
入
っ
た
そ
う

で
あ
る
が
、
指
揮
す
る
隊
員
に
は

心
の
準
備
、
遺
体
の
扱
い
方
、
地

域
住
民
と
の
相
互
理
解
、
不
測
の

事
態
へ
の
準
備
等
、
徹
底
指
導
し 

た
そ
う
で
あ
る
。 

 

野
村
連
隊
長
は
、
全
国
各
地
の

自
衛
隊
に
お
い
て
訓
練
隊
長
と
し

て
相
当
数
の
災
害
訓
練
の
任
務
に

あ
た
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
ま
で
大

規
模
な
災
害
発
生
は
初
め
て
で
あ

り
、
当
初
は
茫
然
自
失
と
な
り
対 

応
方
法
に
悩
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。 

 

対
策
会
議
は
宮
古
市･

県･

警

察･

消
防
と
の
間
で
行
わ
れ
た

が
、
宮
古
市
の
山
本
市
長
は
「
勇

 

12
月
２
日
雄
武
町
で
遠
紋
地
区

市
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
第
25
普
通

科
連
隊
長
兼
遠
軽
駐
屯
地
司
令･

１
等
陸
佐･

野
村
悟
氏
が
「
東
日

本
大
震
災
と
今
後
の
防
災
対
応
」

〜
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災

害
派
遣
活
動
と
こ
れ
か
ら
の
オ
ホ 

ー
ツ
ク
地
域
自
治
体
の
防
災
を
考

え
る
」
と
の
演
題
で
講
演
さ
れ
、

本
町
か
ら
８
名
の
議
員
が
参
加
し 

ま
し
た
。 

 

こ
の
講
演
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
災
害
派
遣
に
お
け
る
活
動
状

況
で
地
震
及
び
被
害
の
状
況
、
活

動
の
成
果
、
行
政
の
対
応
、
更
に

は
遠
紋
地
区
に
お
け
る
災
害
の
特

 

 

 

遠
紋
地
区
市
町
村
議
員
研
修
会
に
参
加
！ 

気
と
希
望
を
持
っ
て
立
ち
上
が
れ

ば
宮
古
は
必
ず
復
興
す
る
」
と
い

う
言
葉
が
救
助
魂
の
後
押
し
を
し

た
と
言
わ
れ
て
い
た
の
が
印
象
に 

残
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

北
海
道
防
災
会
議
地
震
専
門
委

員
会
に
よ
る
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

の
網
走
沖
と
紋
別
沖
に
も
断
層
が

存
在
し
て
お
り
、
最
大
震
度
６
強

の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、 

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、 

①
国･

道･

自
治
体
の
連
携
（
普
段

か
ら
の
協
力
体
制
）
②
担
当
者
レ

ベ
ル
で
の
意
思
の
疎
通
③
警
察･

消
防
と
の
情
報
収
集
、
協
力
体
制

④
自
治
体･

町
内
会
等
の
非
常
用

携
帯
品
の
用
意
、
が
重
要
で
あ
る

事
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
研 

修
会
で
あ
り
ま
し
た
。 

（
議
長 

吉
野
正
剛 

記
） 

議会だよりに対するご意見・ご感想をお寄せ下さい！ 
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